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り, 右冠動脈は# 3 が完全 閉塞 とな っ た ･ 以上 か

ら
, 本例の 壁運動異常に冠撃縮の 関与が疑われた ･

2　経皮的血栓吸引カテーテル（R E S C U E T M）が

有効であった急性心筋梗塞の1例

相澤義泰・佐藤匡（鶴岡市立荘内病院循環器科）
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急性冠症候群の 治療法は近年大きく変遷したが,

多量の 血栓性病変に対する血栓溶解療法や バ ル
ー

ン 治療の 治療効果は依然不十分 で ある . 最近, 簡

便か つ 安全に血栓を除去する経皮的血栓吸引カテ
ー

テ ル ( R E S C U M
T M
,
B o st o n S ci e n tifi c J a p a n) が

製品化さ れた . 今回, 我 々 は本 治療法 に よ り再港

流に成功 した下壁梗塞の
- 症例を経験 したの で報

告する .

6 8 歳, 女性 . H 1 3 年 9 月29 日13 : 00 よ り胸痛が

出現 . 17 : 30 近医を受診. 心電図上Ⅱ, Ⅲ, a V F で

s T の 上昇を認め , 急性心筋梗塞 の 疑 い で19 : 00

当院を紹介受診 した . 来院時の 心電図で は Ⅱ , Ⅲ ,

a v F 誘導にて S T 上昇 , 心 エ コ
ー 図で は下壁 に著

明な壁運動低下を認めた . 1 9 : 40 緊急 カ テ
ー テ ル

検査を施行 したとこ ろ, R C A # 1 に完全閉塞を認

め た . R E S C U E を試 み た が 狭 窄部 を通 過 せ ず ,

p o B A の 後も狭窄部を通過 しなか っ た .
ス テ ン ト

留置後, 狭 窄部を通過 して R E S C U E を行 い , 莱

梢の 約 2 c m 長 の 血 栓塊を吸引す る こ と に成功

し
, 発症か ら 8 時間16 分後, T I M I 3 の 血流 が得 ら

れた . 術後も合併症なく良好 に経過 した . 1 0 月10

日 , 確認造影施行するも再狭 窄なく10 月12 日 , 軽

快退院となっ た .

血栓性 病変 で は末梢 塞栓 や n o- r efl o w 現象の

合併が多い とされ る . 近年, R E S C U E お よ びパ ル

ス イ ン フ ュ
ー ジ ョ ン血栓溶解療法が 出現 し, こ れ

らの 合併症を減少させ 良好な治療成績が得られ る

と報告され て い る . 今回, R E S C U E を従来の P ri -

m a r y p T C A や ス テ ン トに組み合わせ て 使用 し有

効 で あ っ た .

3 　左心補助装置（L V A D）装着患者における

H I T S 検出の有用性について
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わ が国にお い て も ドナ
ー 不足の ため心移植待機

日数は増加傾向にあり重症末期心不全患者治療 に

おける L V A D の 意義は高まり つ つ あ る . しか し

L V A D にお ける血栓塞栓症 の 発生率 は依然 と し

て高く, その 予防は L V A D 長期管理 に重要 で あ

る . 我々 は L V A D に お ける塞栓症予 防管理法 と

して経頭蓋超音波法 によ る H ig b l n t e n sit y T r a n -

si e n t Sig n al s ( H IT S) の 応用を実験検討 してきた ･

今回我 々 は 埼玉 医科 大 学第
一 外 科 の 協 力を 得

L V A D の 臨床例 で H IT S 検出を試み た . 対象は空

気駆動型の L V A D ( T O Y O B O) を装着 した拡張

性心筋症 2 例, 虚血性心筋症2 例 . HIT S 検出は1 -

4 週 間お き に 6 ケ 月 間行 っ た . H IT S は T C 2020

( N i c o l e t/ E M E) を用 い , 2 .O M H z プロ ー

ブを ヘ ッ

ドバ ン ドで側頭部 に固定 し深さ55
-

70 m m の 中

大脳動脈 で検出し た . 虚血 性心筋症患者 A で は

初 回検査 で は 15 7 /10 分, 6 週後 に 630 / 10 分と 増

加し, こ の ときふ ら つ きを訴えリ ハ ビリを中止 し

て い た . 虚血性心筋症患者 B で は L V A D 装着 3

日目で H IT S は検出されず, 2 週 目 に10/ 10 分 , 6

週後に 8 個/10 分10 週後に 7 / 10 分 で あ っ た が , 14

週目で は 212 /10 分と増加を認めたが症状は無か っ

た . D C M 患者 A で は L V A D 交換 3 日目で46 個/

10 分, 4 週後 に58 個/ 10 分, 8 週後 に69 個/ 10 分で

あ っ たが , 12 週目にめま い を訴え, また デ バ イ ス

に血栓付着が疑われ て L V A D 交換 とな っ た . こ

の とき L V A D 交換直前 で は 1500 個/ 10 分 , 交換

直後で は 270 個/10 分と減少 した . L V A D 交換後

で は肱尊は消失 した . こ の 後4 週後で は 180 個/ 10

分, 8 週後で は 250 個/ 10 分で あ っ た .
D C M 患者

B で は L V A D 装着2 週後 で 0 , 6 週後 で 2 個/ 10

分, 10 週後 で8 1個/10 分 で あ っ た . 以上 まだ 経験 し

た症例は少な い こ と, 経過観察期間が 短 い こ とな

どか ら結論は出な い が , HI T S は患者 によ っ て個

人差が大で ある こと , 経過時間と とも に増加す る


